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■赤組の優勝よ、白組だって負けないわ！ （紅白対抗リレー）

宣
●いつまでもお元気で！

●フェリー新航路が就航（東京～大洗～苫小牧）
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9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
に
先
立
ち

9
月
1
0
日
、
小
谷
隆
亮
町
長
が
今
年
度

中
に
米
寿
や
金
婚
を
迎
え
る
方
の
代
表

者
や
、
百
歳
以
上
に
な
る
方
の
自
宅
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ひ
ぬ
ま
苑
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
、
百
歳
を
迎
え
る
成

田
町
2
6
3
7
の
岩
崎
さ
く
さ
ん
宅
な

ど

5
軒゚
岩
崎
さ
ん
宅
で
は
、
小
谷
町
長
か
ら
、

褒
状
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ
る

さ
と
」
の
皆
さ
ん
が
手
編
み
し
た
ひ
ざ

掛
け
な
ど
心
の
こ
も
っ
た
記
念
品
を
送

ら
れ
て
、
緊
張
気
味
だ
っ
た
岩
崎
さ
ん

も
顔
が
ほ
こ
ろ
び
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
は
、
庭
の
手
入
れ
な
ど
は

自
分

一
人
で
し
て
し
ま
う
ほ
ど
お
元
気

で
、
草
む
し
り
な
ど
は
毎
日
の
日
課
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
小
谷
町
長
の

話
に
何
度
も
う
な
す
き
な
が
ら
、
楽
し

く
会
話
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ひ
ぬ
ま
苑
で
は
、
8
0
歳
以

上
の
2
6
名
の
方
に
小
谷
町
長
か
ら
一
人

ひ
と
り
に
敬
老
の
祝
金
が
手
渡
さ
れ
、

皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
に

膝
掛
け
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
る
さ
と

9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
を
記
念

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ふ
る
さ
と
」
（
澤
畠
道
子
会
長
）

が
、
9
2
歳
以
上
の
方
4
0
人
に
手
作

り
の
ひ
ざ
掛
け
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ

「ふ
る
さ
と
」
が
、

去
年
か
ら
準
備
を
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
家
庭
や
仕
事
の
合
間
な

ど
を
見
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

―
つ
の
ひ
ざ
掛
け
に
は
3
6
枚
の
モ

チ
ー
フ
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

材
料
と
な
っ
た
毛
糸
は
、
町
内
の

方
か
ら
の
善
意
の
寄
付
や
紀
の
国

手
芸
店
（
磯
浜
町
9
2
9
番
地
）

か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
付
を
い
た
だ

き
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
紀
の
国
手
芸
店

さ
ん
か
ら
は
、
靴
下
の
寄
付
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
こ
好
意
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



頸 叶 西
番付 町区 氏名 年衿 番付 町区 氏名 袢

横 綱祝町2-1 野17 使澤9 fり での 横 綱角ー2-2 女み 四郎 161 

張出横綱 松川第二 岩叶 ざ くググ

ii 
張出横綱 ひぬま苑 高枕ヤス '78 

大 関 新町1-1 秤 司 .J < ク8 大関 2丁目3 肉根 しよ '78 

張出大関 松川報国 未，↓| ；~う '77 張出大IMI2T目1-1 大.I力丑、松 クd

1.%1）協 蔵前1 小粁瀬じめ グJ I~ I[り蔵前1 坑 協津 '1 J 

張出l関）［枯 船渡2-3 大内 しよ '7J 
し＼
張出関脇 古宿 杉山 しよ グJ

張出OOl協 角ー2-2 女； よ l'/J 亨 張出IMI脇 永町4 飛1fJ みし '7J 
小 結祝11112-2 村松 ひろ '7J 小 結寺釜9 川上 たみ グJ

張出小結 寺釜6 汲逢 清 ク4

は
張II}小結 川口 井上 はつ ク千

張出小結 中宿2 荻福 はる グ千 張出小結 ひぬま苑 市毛 じ，マ ク4

前 頭中宿 米,q しよ ク千 前頭 1 丁目 l —下 ，1ヽ沼 ざよ '73 

同 1丁目2 肉根みつ グ3， 同 下宿 米,q 清令 '73 

同 2TEll-1 松 山嘉四祁 r/3 

芦
同 北滸水2 石，＼刃カメノ '13 

同 汐見ヶ丘 海老沢 ヨシ グ3 同 中宿 深作粘雄 グ3

同 新lll―f9-l 石川 つね '73 同 ひぬま苑 高稿ば之助 '73 

同 寺釜9 令11| 仕 '73 

大
同 南消水l 遠西 rりグ3

同 減iiijl 水越みざを ク2 同 下宿 米 Ii1 みつ '/2 

同 新IlIT8 土 I刃 みつ ク2

洗
同 l丁目4 渡 しよ グ2

同 浜欠 大す利春 ク2 同 髭釜12 提原 秀 '72 

同 祝lII[4 山戸 しよ '72 

長
同 l 丁 ~II-下 肉根 みつ ク2

同 ひぬま苑 後.if. かつ '72 同 角ー2-2 清水 皇復 <'/2 

同 寺捻8 大すかつ グ2 同 舟渡2-1 f．ら1q テル ク2

同 寺釜3 稿本はな '72 寿 同 新IIIT12 ,!ヽ峨 はる ク2

同 2丁目3 肉根みよ グ2 同 永町3 川上鈴雄 グf

同 永町6 伊枯すい ク9番 同 蔵前3 I刃山勇之助 グf

同 通llIT2 廣オ、 じさ '/f 同 矢均 米Il| ひざ クf

同 永町14 宮本 まつ クf付 同 永IIIT7 並．山 ナッ クf

同 舟渡2-1 小粁瀬美知 '7f 同 髭釜11-1 加沐 清 グf

同 ひぬま苑 大琢： ムラ クf 同 新IIIT9-l 栢谷 ノプ グf

同 大谷川 佐沐 みす ク（ 同 永町15-2 沐I刃 すゞ '7f 

同 1丁目lー下 煩旦 ざよ '7 f 同 2丁目2 中山勝之助 '/f 

同 永lIII12 安齊 みよ グf 同 明神lIlf]0 1カ埜 しよ グf

同 混釜11-1 灼地 ヒサ クC 同 北汁／水2 鈴木美代古 クC

同 永IIIT7 反本 iっ グC 同 寺釜11 小粁瀬1ゴな グC

同 ひぬま苑 令1i| すゑ クC 同 松川中部 泉俣 さん ク(J

同 ひぬま苑 小ほ松の グC
乎成勧

同 祝町l 奴凋 俊 クC

同 祝JIIT3 90 山 か ：ク0 同 蔵前3 ,fl J.1 」ゅ '70 

同 明神町8-1佐体はる ク0 g進 同 明神町8-3小松井みさ クC

同 新町2-1 川叶 しよ ,Jc 年元 同 新町7-2 戸知 清 グ0

同 上宿 大オ ・セ免
， 

同 下宿 小野瀬なっり0
月

りC

同 新町3-1 荒I↓| しよ クC 16大 同 永町5 飛1fJ l Iす ク0

同 上宿 森福 まさ '7c 究先 同 2丁目1-1 杵山 ひマ グ0

同 金沢4 坂本 せ＼ヽ グ0
現在町

同 ...t宿3 和 9刃 r < グC
同 下宿 清含 ざた グC 同 金沢l 虎あ すへ '7c 

►

町
内
最
高
齢
の
野
口
徳
四
さ
ん
も
元
気
に
出

席
し
ま
し
た
。

去
る
9
月
1
2
日
（
金
）
、
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の
敬
老
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
最
高

長
寿
者
の
野
口
徳
四
さ
ん

(
l
o
2
歳）

を
は
じ
め
70
歳
以
上

(
2
,
6
6
l
人

男

:
¥

0

2
3
人

・
女
：

l
，

6
3

8
人
）
の
方
々
が
元
気
に
出
席
さ
れ
ま

し
た
。午
前

9
時
30
分
式
典
が
開
始
さ
れ
、

小
谷
町
長
よ
り
長
寿
の
皆
さ
ん
に
祝
福

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
引
き
続
き
記
念

品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「米
寿
」

の
代
表
で
関
野
資
農
夫
さ
ん
に
、
ま
た

「
金
婚
」
を
代
表
し
、
白
田
一
郎
・
光

子
さ
ん
夫
妻
が
壇
上
に
上
が
り
、
町
長

か
ら
県
知
事
褒
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。式
典
終
了
後
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
員

9
組
の
皆
さ
ん
に
よ
る
敬
老
芸
能
発
表

で
は
、
自
慢
の
芸
を
存
分
に
披
露
し
会

場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

続
い
て
、
大
洗
町
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
勝

山
一
美
さ
ん
・
米
倉
麻
理
子
さ
ん
に
よ

る
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
活
躍
中
の
ギ
タ
ー
漫
談
堺
す
す
む
さ

ん
が
、
多
種
多
オ
な
漫
談
を
披
露
。
会

場
は
競
き
と
笑
い
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。

►

「チ
ャ
ッ

キ
リ
節
」
を
披
露
す
る
高
年
者
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん

芋
や
か
に
瓦
力
を
況
う

（
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明
神
町
ー
区

束
光
台
1
区

束
光
台
ー
区

束
光
台
3
区

2
丁
目
ー
の
1

2
丁
目
3
区

仲
町
3
区

仲
町
4
区

仲
町
4
区

金
沢
町
ー
区

金
沢
町
4
区

新
町
6
の
2

新
町
8
区

新
町
12
区

祝
町
5
区

永
町
ー
区

永
町
7
区

永
町
8
区

永
町
8
区

永
町
12
区

永
町
17
区

髭
釜
町
7
区

鹿
釜
町
10
の
3

寺
釜
ー
区

寺
釜
3
区

寺
釜
7
区

寺
釜
12
区

蔵
前
ー
区

蔵
前
4
区

上
宿
ー
区

上
宿
2
区

北
清
水
2
区

南
清
水
2
区

神
山
古
宿
中
宿
ひ
ぬ
ま
苑

ひ
ぬ
ま
苑

ひ
ぬ
ま
苑

松
川
第

一

大
谷
川
（
敬
称
略
）

(3) 広報おおあらい '97.10.B 



投票区別投票者数及び投票率（大洗町）

投票区 有権者数 投票者数 投票率

第l 2,448人 946 人 38.64 % 

第2 2,538 942 37.12 

第3 1,417 575 40.58 

第4 1,760 602 34.20 

第5 1,109 467 42.11 

第6 1,792 665 37.11 

第7 822 375 45.62 

第8 1,185 519 43.80 

第9 1,450 582 40.14 

第10 1,052 437 41.54 

第11 481 243 50.52 

計 16,054 6,353 39.57 

茨城県知事選挙確定結果
（大洗町）

••• ：町政
・トヒックス．． 

（大洗町選挙管理委員会）

候補者名 確定得票数

橋本 日El 5,504票

浅野長増 765票

言t 6,268票
無効 84票

茨城県知事選挙得票数
当 橋本 昌 579,362票

浅野長増 131,931票

茨
城
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
9
月
14

日
（
日
）
、
町
内

l
ヵ
所
の
投
票
所
で

行
わ
れ
、
同
日
夜
、
磯
浜
小
学
校
体
育

館
で
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
県
知
事
選
挙
は
、
2
1
世
紀
初

頭
の
喋
政
の
か
じ
取
り
役
を
決
め
る
選

挙
と
な
り
現
職
で

2
期
目
を
目
指
す
橋

本
昌
氏
(

5

1

歳
）
と
新
人
の
浅
野
長
増

氏
(

6

6

歳
）
の
一
騎
打
ち
の
選
挙
戦
と

な
り
、
開
票
の
結
果
、
橋
本
昌
氏
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
茨
城
県
平
均
3
1
.
8
7
%

（
大
洗
町
3
9
.
5
7
%
)
で
県
知
事
選
挙

と
し
て
は
ワ
ー
ス
ト
2
位
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
知
事
選
挙

揺
本
昌
蒻
が
詞
坦

※
対
象
地
区
以
外
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

1
1
月
2
0
日

1
1
月
1
8
日

1
1
月
1
3
日

1
1
月
11
日

1
1
月
6
日

11
月
4
日

10
月
3
1
日

10
月
28
日

10
月
2
4
日

10
月
2
2
日

10
月
1
6
日

10
月
1
4
日

木 火 木 火 木 火 金 火 金 水 木 火

松
川
梨
落
セ
ン
タ
ー

農
業
会
館

大
貰
梨
会
所

角

一
媒
会
所

寺
釜
堀
川
梨
会
所

寿
槃
会
所

東
光
台
集
会
所

明
神
町
集
会
所

永
町
会
館

堀
割
集
会
所

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

祝
町
小
学
校
体
育
館

ひ
ぬ
ま

苑
•

干
拓
•
松
川
地
区

明
る
＜
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
、
こ
要
望
を
い
た
だ
き
、

町
民
参
加
の
町
政
を
進
め
る
た
め
町

政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
こ
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
テ
ー
マ

「
水
道
料
金
の
現
状
と
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
」

「
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て」
「
下
水
道
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
」

■時
間
は
、
い
す
れ
も
午
後
7
時
か

ら
9
時
ま
で
で
す
。

東
光
台
・

汐
見
ケ
丘

二
丁
目
・
仲
町
・
金
沢
町
・通
町
・新
町

永
町
(

1

、2、

3
、4、

5
、
6
、
7
、

8
、
9
、

10
、
11
、
1
2
、
1
3
)

五
反
田・
永
町
(14、15
の
1
、
1
5
の
2、

16
の
1
、
1
6
の
2
、
1
6
の
3
、
1
7
、
1
8
)

髭
釜
町
全
域

寺
釜
町
・
船
渡

蔵
前

・
上
宿

・
中
宿

北
消
水
・南
清
水・
角
一・富
士
見
台
・

前
原
住
宅
・原
研
住
宅
・
原
研
独
身
寮

動
燃
夏
海
寮
・東
北
大
寮

神
山
・

夏
海
地
区

明
神
町

一
丁
目

祝
町
全
域

会
を
開
催
し
ま
す

'97.10.8 広報おおあらい (4) 



我が町に、かつてない暴風雨をもたらした台風17号、

それは昨年9月 22日であった。

その日は、町長選挙の投票日であり、私には生涯忘れ

られない日である。

その嵐の中、町民の皆様の力強いこ支援のもと、町長

に就任させていただき、 1周年を迎えました。

この間、 懸案であったこ・み最終処分場の完成や健康福

祉センターの建設着手、水族館の建替え、南中学校校舎

の建替えなど、且つ、まち活性化のために渾身の力を込

め取り組んでまいりました。

元気いつばいの町民、躍動感あふれるまち、それが大

洗です。

この数年前までは、成長することのみを考えていた日

本ですが、今、政治経済はともに世紀末の苦しみの中に

あります。環境は厳しくも2万 1千人の元気いっぱいの

町民と頑張り屋の職員がいれば、すばらしく活力に満ち

た文化性の高いまちは必す出来ると信じています。

私が大洗町の経営を託されてから1年になります。行

政は町内最大のサーピス産業です。最大限のサーピスを

町民の皆様に提供するには、限られた財源を効率的に使

うこと、つまりコスト意識をもって事にあたることや、

皆様からいただ＜税金には、町民の皆さんの汗と涙がし

みついていることを意識し、その使い方に持てる知恵を

しぽり最大の効果を上げられるよう努めることを経営理念としてきました。

対話と協働のまちづくりも、その成果が上がってきています。美しいま

ちづくりや学地連携の教育環境づくり、こみリサイクルなど町民参加のま

ちづくりが進む中で、行政の持つべき指針として町民の声を生かし一緒に

汗を流していこうという姿勢でいます。

行政は、町民のサービスを最大限に提供するために知恵を絞る、町民の

皆さんは行政に対し何をしてやれるかを考え、そして共に行動する。この

二つの行為がよりよいまちづくりの星軸と思っています。

厳しい経済財政環境が続くことが予想されますが、職員の意識を向上さ

せ役場一丸となって町民生活向上のため、全力を尽くす更なる1年にした

いと思っています。

大
洗
町
長

小
谷
隆
允

町
長
就
任
一
周
年
を
迎
え
誓
い
新
た
に

防

災

の

日

の

9
月

1
日

、

小

谷

隆

亮

町

長

と

松

本

二

士

夫

大

洗

郵

便

局

長

は

、

災

害

時

に

お

け

る

町

と

町

内

4
郵

便

局

の

相

互

協

力

に

関

す

る

覚

書

を

取

り

交

わ

し

ま

し

た

。

災

害

時

の

協

力

内

容

は

①

郵

便

局

が

管

理

す

る

施

設

や

用

地

、

車

両

を

提

供

し

、

避

難

場

所

や

救

援

物

資

集

積

場

所

、

緊

急

連

絡

用

車

両

と

し

て

利

用

す

る

。

②

被

災

害

状

況

、

町

民

の

避

難

先

、

安

否

な

ど

の

情

報

を

交

換

す

る

。

③

町

が

管

理

す

る

避

難

場

所

に

臨

時

の

郵

便

差

出

箱

を

設

置

す

る

な

ど

で

す

。

ま

た

、

平

時

の

対

応

と

し

て

、

町

な

ど

が

行

う

防

災

訓

練

へ

の

参

加

協

力

、

防

災

計

画

の

情

報

交

換

な

ど

を

行

う

事

に

な

っ

て

い

ま

す

。

災
害
時
の
相
互
協
力

郵
便
局
と
防
災
協
定 （
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＼
 

►

覚
因
を
取
り
交
わ
す
小
谷
町
長
と
松
本
局
長

人

権

擁

護

委

員

の

小

野

瀬

秦

作

さ

ん

（

大

貫

町

2
8
1番
地

、

78歳
）

の

任

期

満

了

に

伴

い

、

9
月

1
日

付

け

で

和

田

直

衛

さ

ん

〈

大

貫

町

3
3

2
,
2番
地

67歳

6
(
2
6
7
)

3
8
1
4
〉

が

、

法

務

大

臣

か

ら

委

嘱

さ

れ

ま

し

た

。

行

政

相

談

委

員

に

9
月

1
日

付

け

で

山

崎

正

さ

ん

〈

磯

浜

町

2
3
l

5
,
l
3
番

地

55
歳

6

(
2
6

7
)
4
8
3
3〉
が

、

総

務

庁

長

官

か

ら

委

嘱

さ

れ

ま

し

た

。

山

崎

委

員

の

今

後

の

活

躍

を

こ

期

待

い

た

し

ま

す

。

日

常

生

活

に

お

い

て

、

役

所

や

N

T
T、
J

R
、

公

団

等

が

行

っ

て

い

る

仕

事

に

つ

い

て

苦

情

や

要

望

等

を

お

持

ち

の

方

は

お

気

軽

に

こ

相

談

下

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

、

秘

密

は

厳

守

さ

れ

ま

す

。

な

お

、

10月
の

相

談

所

開

設

は

次

の

と

お

り

で

す

。

日

時

10月

23日
（

木

）

午

前

10時か
ら

午

後

3時

会

場

役

場

3階
会

議

室

※

当

日

は

、

特

設

人

権

相

談

所

と

合

同

で

開

催

し

ま

す

。

行
政
相
談
委
員
に
山
崎
正
さ
ん

和

田

委

員

の

今

後

の

活

躍

を

こ

期

待

い

た

し

ま

す

。

ま

た

、

小

野

瀬

さ

ん

は

23年
間

の

長

い

間

、

こ

活

躍

い

た

だ

き

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

次

回

の

特

設

人

権

相

談

所

の

開

設

日

時

10月

23日
（

木

）

午

前

lO時か
ら

午

後

3時

会

場

役

場

3階
会

議

室

人

権

問

顕

な

ど

で

悩

ん

で

い

る

方

は

ぜ

ひ

こ

相

談

下

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

秘

密

は

厳

守

し

ま

す

。

人
権
擁
護
委
員
に
和
田
直
衛
さ
ん

‘、
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つェリー新航路

貝京～六洗～苫l」＼牧ガ蘭航

炉

運行時間

大

下り便

東京 23:30出港（火、水、金、土）． 
8:50入港（水、木、土、日）

10:25出港． 
5:30入港（木、金、日、月）

洗

苫小牧

上り便

苫小牧

大

束

洗

京

金

土

土

木

金

金

火

水

水

日

月

月`

二
9

1

6

7

7

 

▲大洗高校マーチングバンドの歓迎の演奏の中、初入港した「さんふらわぁ

▲ブルーハイウェイライン庄野社長に大洗港の盾
を贈る小谷町長

東
京
と
苫
小
牧
を
結
ぶ
固
フ
ル
ー
ハ

イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン
の
定
期
フ
ェ
リ
ー
航

路
に
大
洗
港
寄
港
の
「
新
東
京
航
路
」

が
新
設
さ
れ
、
そ
の
増
便
第
ー
船
「
さ

ん
ふ
ら
わ
ぁ
さ
つ
ま
」
が
9
月
6
日

朝
大
洗
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

埠
頭
中
央
岸
壁
で
は
、
関
係
者
に
よ

る
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
、
大
洗
高
校
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
歓
迎
の
ド
リ
ル
演

奏
に
続
き
、
小
谷
隆
亮
大
洗
港
振
興
協

会
長
（
大
洗
町
長
）
が
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
、
そ
の
後
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ

ン
の
圧
野
社
長
に
大
洗
港
の
盾
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
更
に
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
の

3
人
が
庄
野
社
長
と
堀
川
船
長
ら
に
花

束
を
贈
り
ま
し
た
。

大
洗
発
の
苫
小
牧
行
き
は
、
従
来
の

深
夜
発
夜
着
便
に
午
前
発
早
朝
着
便
が

加
わ
り
、
早
朝
か
ら
の
北
海
道
観
光
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京

1
大
洗
間
を
ワ
ン
ナ
イ

ト
ク
ル
ー
ズ
、
大
洗
＼
東
京
間
を
デ
イ

ク
ル
ー
ズ
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

►

堀
川
船
長
ら
に
花
束
を
贈
る
ミ
ス
ポ
ー
ト

今
回
就
航
し
た
船
舶
は
、
建
造
4
年

目
の
新
鋭
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
「
さ
ん

ふ
ら
わ
ぁ
さ
つ
ま
」
と
「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
き
り
し
ま
」
で
、
南
ス
ペ
イ
ン
、

南
フ
ラ
ン
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
個
室
重
視
の
フ
ェ
リ
ー
で

す。
新
航
路
の
開
設
に
よ
り
、
大
洗
ー
苫

小
牧
と
大
洗
ー
東
京
間
が
そ
れ
ぞ
れ
週

4
便
す
つ
計
8
便
増
便
さ
れ
ま
し
た
。

'97.70.8 広報おおあらい (6) 



共育読本

きらきら

出発は家庭から

●
子
ど
も
が
友
達
と
か
か
わ
る
の
が
苦

手
な
の
で
、
と
り
あ
え
す
私
達
夫
婦
が

す
す
ん
で
近
所
づ
き
あ
い
を
す
る
よ
う

心
が
け
た
。
今
で
は
家
族
ぐ
る
み
の
キ

ャ
ン
プ
や
い
も
堀
り
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

（

小
学
生
の
母
）

●
う
ち
で
は
。
子
ど
も
が
外
で
泥
ん
こ

に
な
っ
て
遊
ん
で
帰
っ
て
き
た
時
、

「
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
き
た
ね
」
と
ほ
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
小
学
生
の
母
）

Vol. 7 

幼児のうちから根気づよく
友達とのかかわり・遊び

いいなあ

避
び
心f
ど
も
の

大
切
な
体
験
学
習

いま、小・中学生は

●増えるゲーム、減る外遊び

■帰宅後の過こし方（平日夕食まで）

つぶやき

l」¥l 

小2

小3

小4

小5

小6

19 I 32 I 9 I 34 | 6 
` •. ： ・-. 

27 I 26 I 7 I 37 13 
‘" : 

32 | 28 I 7 I 29 14 
: ・. ： ', • 

31 I 30 | 6 | 27 | 6 
・. ，＇ 

24 I 42 I 6 I 19 I 9 
•.. 

1 32 | 42 I 24 

。
20 40 60 

口 宿題塾習い事

ロ ゲームテレピ• ピテオ

□家族と遊ぶ
仁］ 外で友達と遊ぷ

□他
2 

80 l 00(%) 
（平成8年磯浜小学校PTA調査）

●
町
で
も
外
で
遊
ぶ
子
を
あ
ま
り
見
か

け
な
い
。
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る
ん
だ
ろ

う
。

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）

●
子
ど
も
の
遊
び
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
が
主

流
に
な
っ
て
い
る
。
大
勢
の
子
ど
も
た

ち
が
誰
か
の
家
に
集
ま
っ
て
何
時
間
も

●
大
洗
の
7
割
近
く
の
中
学
生
が
塾
ヘ

通
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
れ
で
は
、
子

ど
も
に
友
だ
ち
が
い
な
い
の
も
仕
方
な

い
の
か
。

（
中
学
生
の
父
）

●
仲
直
り
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。
け

ん
か
に
な
る
の
が
怖
く
て
、
友
だ
ち
と

深
く
つ
き
あ
え
な
い
。

（
中
学
生
）

散
ら
か
し
放
題
で
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い

る
。

（
小
学
生
の
母
）
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壇

山
か
ら
の
手
紙
涼
風
封
じ
込
め

夏

海

大

貫

千

代

子

（
評
）
山
の
避
暑
宿
か
ら
の
封
書
。

便
箋
と
一
緒
に
山
の
涼
風
を
も
封
じ
こ

め
た
の
で
あ
る
。
手
紙
の
内
容
も
ま
た

涼
し
気
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な

ヽ゚し舟
の
灯
の
揺
れ
て
近
づ
く
無
月
か
な

桜

道

真

田

静

子

（
評
）
名
月
を
観
よ
う
と
波
止
場
に

来
た
が
、
垂
れ
こ
め
た
雲
は
い
つ
晴
れ

る
と
も
知
れ
な
い
。
折
し
も
沖
合
よ
り

小
揺
れ
に
揺
れ
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る

小
舟
の
灯
火
が
、
こ
の
暗
闇
の
中
の
唯

一
の
救
い
の
光
明
の
よ
う
に
見
え
た
の

で
あ
る
。

落
ち
つ
か
ぬ
金
魚
の
浮
沈
台
風
来

髭

釜

清

水

拡

一
朗

（
評
）
近
づ
く
災
厄
を
目
前
に
し
た

動
揺
を
、
心
な
い
金
魚
に
個
託
し
て
巧

み
に
詠
ん
で
い
る
。
勿
論
水
槽
の
金
魚

は
台
風
の
動
き
な
ど
知
る
由
も
な
い
筈

だ
が
、
不
安
を
抱
え
た
人
間
の
目
に
は
、

恐
れ
戦
く
金
魚
の
落
ち
つ
か
な
さ
と
映

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

遠
き
帆
を
光
り
の
中
に
海
開
き

髭

釜

川

崎

京

子

（評）

一
夏
の
海
の
平
穏
を
祈
願
し
、

波
打
ち
か
ら
沖
か
け
て
う
ち
祓
は
れ
る

ぬ
ざ

神
官
の
幣
の
先
に
輝
く
、
海
光
に
包
ま

．． ． ． 

の
ひ
ろ

れ
た
白
帆
が
、
波
間
に
見
え
が
く
れ
し

て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
の
だ
。

は
し
い

老
か
な
し
声
を
力
に
端
居
立
つ

髭

釜

稲

田

富

穂

（
評
）
年
を
と
っ
た
と
言
う
こ
と
は

何
と
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
だ
。

涼
ん
で
い
た
縁
側
か
ら
腰
を
持
上
げ
る

に
も
、
大
声
掛
け
て
弾
み
を
つ
け
ね
ば

な
ら
ぬ
。
自
嘲
の
旬
だ
が
笑
い
も
あ
る
。

老
を
自
認
し
、
尚
且
つ
老
を
這
し
く
生

き
よ
う
と
の
気
概
も
見
え
る
か
ら
で
あ

る。

か
こ

梅
不
作
卿
ち
つ
梅
を
干
し
て
を
り

新

町

岸

和

田

和

子

（
評
）
梅
を
干
し
て
い
る
人
が
居
る
。

良
い
粒
だ
ね
、
と
話
し
か
け
る
と
、
粒

は
良
い
け
ど
数
が
少
な
く
て
ネ
、
な
ど

と
こ
ほ
し
な
が
ら
も
、
手
を
休
め
す
に

天
地
返
し
を
続
け
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
よ
り
寄
せ
て
く
る
波
か
夏
渚

蔵

前

田

山

佳

風

（
評
）
真
夏
の
海
辺
は
人
で
真
っ
黒

だ
。
そ
の
人
群
れ
を
目
が
け
て
青
い
波

が
押
し
寄
せ
る
。
若
し
か
し
た
ら
こ
の

波
は
、
は
る
ば
る
ハ
ワ
イ
か
ら
や
っ
て

来
た
波
か
も
知
れ
ぬ
、
と
興
が
っ
て
見

せ
る
。
そ
ん
な
浮
々
と
し
た
気
分
に
さ

せ
る
の
も
夏
の
渚
な
れ
ば
こ
そ
で
あ

る。

●
使
1

棒
亀
泉
進

蝉
し
ぐ
れ
雨
後
の
大
樹
を
揺
る
が
し
て

祝

町

今

川

う

め

豊
作
の
稲
穂
に
今
日
の
風
や
さ
し

祝

町

今

川

晟

相
寄
り
て
流
燈
闇
に
消
え
て
ゆ
く

桜

道

上

野

君

枝

熱
帯
夜
枕
の
位
置
を
変

へ
て
も
み

角

一

前

原

青

嵐

月
の
窓
稚
き
ピ
ア
ノ
洩
れ
て
を
り

金

沢

猿

田

俊

子

抱
き
と
り
て
ず
し
り
と
重
き
裸
の
子

明
神
町
小
松
崎
美
代

東
光
台

大

川

た

か

う

げ

つ

雨
月
な
る
波
止
に
フ
ェ
リ
ー
の
灯
の
浮

ぐ

ヽ
`
¥
J
 

月
待
ち
て
風
吹
く
中
に
独
り
居
し

束

光

台

田

中

勝

枝

髭

釜

川

上

弘

フ
ェ
リ
ー
の
灯
無
月
の
波
を
照
ら
す
の

み 点
滴
の
窓
外
に
し
て
＿

葉
落
つ

永

町

浅

見

道

子

夏
休
肪
ひ
結
び
を
習
ふ
児
ら

新

町

小

松

崎

十

吉

夏
霧
の
う
す
ら
ぎ
て
ゆ
く
手
釣
舟

新

町

加

藤

宗

、“:{
`
6疇ん＜
 
きぁでひうとさ園育保泉恵

ほ
く
／
―
9
D

忌
ー
示
ク

令—
fl'_ ;, 

！清

｀ 
色 ―---

no 
心哨 B`蝸 油i

l m •一一恵泉保育園 せきね しずかちゃん (6歳）

4

)

-
0
U
2翠
マ
ラ
リ
ー

~

.. 

恵泉保育園 ふくもと

恵泉保育園 きくち りょうくん (6歳）
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嗣枷＆

「湖」 Fll 1/60 

山崎正

〔評〕湖面に映り込んだ、秋の山々と静かに語っ

てくれる手前の朽ちた木の組み合わせの妙で見せ

てくれる良い作品です。

80~200mm 

「草原」 35mm F 8 1/250 
平沼好男

〔評〕人間と動物達と、そして自然が平等に生活

している、そんな情景なのかな？と思わせてくれ

る風景ですね。

フ
ォ
ト
P
H
o-T
a
[
講
評
]
萩
谷
茂

十
月
初
め
に
は
モ
ク
セ
イ
の
花
が

咲
き
始
め
、
遵
端
に
も
甘
い
香
り
が

漂
っ
て
き
ま
す
。
モ
ク
セ
イ
は
、
黄

色
い
花
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
（
香
り
が

強
い
）
と
白
い
花
の
ギ
ン
モ
ク
セ
イ

（
香
り
が
少
な
い
）
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
花
付
き
が
良
く
香
り
の
強

い
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
ほ
う
が
作
り
や

す
い
で
し
ょ
う
。
日
当
た
り
が
良
く

窒
素
肥
料
分
の
少
な
い
場
所
で
栽
培

し
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
、
日
本
を
代
表
す
る
花
、

菊
が
も
っ
と
も
多
く
開
花
す
る
時
期

で
す
。
も
と
も
と
は
、
中
国
や
朝
鮮

半
島
に
自
生
分
布
し
、
日
本
に
は
中

国
（
唐
時
代
）
か
ら

「イ
エ
ギ
ク
」

と
い
う
品
種
が
入
り
、
平
安
時
代
初

め
、
不
老
長
寿
の
薬
と
し
て
栽
培
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
菊
は
、
咲
く

時
期
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
春
ぎ
く
、

夏
ぎ
く
、
秋
ぎ
く
、
寒
ぎ
く
と
呼
ん

菊 季
節
の花
だ
よ
り

花
言
葉
菊秋
明
菊

で
い
ま
す
。
ま
た
、
花
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
も
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

ぎ
く
、
中
ぎ
く
、
小
ぎ
く
、
ス
プ
レ

ー
ぎ
く
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
改
良
）
、

ポ
ッ
ト
マ
ム
（
ア
メ
リ
カ
で
改
良
）

が
あ
り
、
い
す
れ
も
株
分
け
、
さ
し

芽
に
よ
っ
て
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
植
ス
付
け
は
5
月
か
ら
6
月
頃

で
、
場
所
は
、
日
当
た
り
、
排
水
、

通
風
の
良
い
場
所
で
管
理
し
て
下
さ

い
。
殺
菌
・
殺
虫
剤
は
必
す
散
布
し

て
下
さ
い
（
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ア
オ
ム

シ
、
ス
リ
ッ
プ
ス
、
サ
ビ
ダ
ニ
な
ど
）
。

そ
の
他
に
も
、
種
を
ま
い
て
育
て
る

マ
ト
リ
カ
リ
ア
（
フ
ラ
ン
ス
ぎ
く
）

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
菊
の
名
を
持
つ
も
の
に
九

し
ゎ
う
め
い
ぎ
く

月
か
ら
十
月
に
開
花
す
る
「
秋
明
菊
」

と
い
う
品
種
が
あ
り
ま
す
。
キ
ン
ポ

ウ
ゲ
科
の
野
草
で
、
現
在
改
良
さ
れ
、

白
花
、
桃
花
、
一
重
、
八
重
咲
き
と

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
庭
や
花
壇
、
鉢

花
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
花
の

―
つ
で
す
。

今
月
は
、
春
咲
き
球
根
類
の
植
え

付
け
時
期
で
す
。
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
フ
、

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
ス
イ
セ
ン
、
ク
ロ
ッ

カ
ス
、
ユ
リ
な
ど
）
。「

清
浄
、
高
潔
j

「う
す
れ
ゆ
く
愛
」

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー
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第33回献血運動推進全国大会において、大洗高校

が厚生大臣感謝状を受賞されました。

大洗高校（安見隆雄校長）は茨城県における慢性的

な血液不足の現状を理解され、毎年全校挙げて、職員、

生徒が献血推進事業に取組み献血の重要性を訴えたこ

とが認められ、今回の受賞となりました。

さる 8月25日（月）、茨城嗅知事公館において茨城

県関係者の贈呈式が行われ、大洗高校教頭板倉弘國先

生が出席され、茨城県福祉部長より感謝状が贈呈され

ました。終了後、板倉教頭は1BJを訪れ小谷町長に受賞

の報告をされました。小谷町長は「名誉なことです。

これからも献血事業に対しこ理解と、こ協力をお願い

します。」と話しました。

大洗高校の皆さん厚生大臣感謝状受賞おめでとうこ

ざいます。

属出の慧力を買欝員！！
大洗町と栃木県茂木町の小学5・6年生80名が参加し

た「海っ子 ・山っ子体験交流事業」が、去る8月18日

19日と9月13日・14日の2回にわたり開催されました。

これは、那珂川を結んで古くから交流のある両町の子ど

も達に、それぞれの恵まれた自然の中での体験を通し、人

間と山・川 ・海との関わりの深さを学んでもらおうと実施

したものです。

大洗町での海っ子体験では、ライフセービング体験やチ

ョンづり、シュノーケリングに挑戦し、大洗の海の魅力を

満喫しました。

茂木町での山っ子体験では、カヌーやこんにゃくづくり、

鎌倉山のハイキングなどを体験しました。

この4日間の交流で子ども達は、新しい友情の輪を広げ、

自然のすばらしさと大切さを感じとったことでしょう。

大茄轟校

層ま大巨感謝状を受ける

▲小谷町長に受賞の報告をする大洗高校教頭坂倉先生

•97. 1 08 広報おおあらい (70) 



▲この試合が終わる頃にはまたひとまわり成長しているんでしょうね

◄

憧
れ
の
石
井
藤
吉
郎
さ
ん
と
握
手
。
大
き
な
手
で
し
た

。

大浣ー中•爾中
惜しくも第3位

第2回の石井藤吉郎杯中学校野球大会が8月23• 24日

の両日運動公園野球場で開催され、昨年より l校多い13

校の参加のもと熱戦が展開されました。

大洗南中吹奏楽部の演奏で前年度優勝校の大洗ー中を先

頭に258名の堂々たる入場行進に始まり、石井藤吉郎さ

んからの激励のことば、南中の高野主将の力強い選手宣誓

と、大会の雰囲気は最高潮に達しました。

南中・一中ともベスト4入りを果たし両校による決勝戦

に期待は大きく膨らみましたが、善戦むなしく実現には至

りませんでした。美野里中の優勝、明光中の準優勝で二日

問の大会も無事幕を閉じました。閉会式終了後、石井さん

と一緒に記念写真に収まる選手たちの晴れやかな笑顔が印

象的でした。最後に、大会運営にご尽力いただきました関

係各位に心から感謝を申し上げます。

いさ
というと習のために
カーフェリーの事故に備えた海難救助訓練が 9月8日

（月）、那珂湊海上保安部と大洗港入出港安全対策協議会の

主催により大洗港第3埠頭で行われました。

毎年実施されているこの訓練には、町消防本部、東日本フ

ェリーなど各関係機関約200名が参加。

大洗港岸壁着岸後、「びくとり」の船内から火災が発生。

という想定の下、約 1時間にわたり訓練が行われました。

今回は、海中転落者救助のほか、消防本部による負傷者の

応急手当や、緊急のときの応対方法などの指導を行い、参

加者全員真剣に訓練に取り組んでいました。

このような訓練が、いざというときの救助活動に役立つこ

とでしょう。

....人形を使った模擬訓練も本番さながら

(l l) 広報おおあらい '97.10.8 



商
工
産
業
祭

大
洗
町
商
工
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
町
内
の
商
工
業
者
の
方
達

が
年

一
回
町
民
の
皆
様
の
日
頃
の
こ
愛

顧
に
感
謝
の
気
持
を
こ
め
開
か
れ
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

日

時

／
1
1
月
3
日
（
月
）
文
化
の
日

午
前
1
0
時

1
午
後
3
時

場

所

／
茨
城
く
み
あ
い
流
通
敷
地
内

（
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
入
口
）

催

物

／
●
商
店
卸
売
コ
ー
ナ
ー
●
模

擬
上
棟
式
●
地
元
物
産
販
売
、
無
料
配

布
コ
ー
ナ
ー
●
商
店
会
抽
選
会
コ
ー
ナ

ー
●
各
種
バ
ザ
ー
●
原
子
力
事
業
所
展

日

本

舞

踊

民
謡
新
舞
踊

町
芸
術
文
化
祭
が
、
今
年
も
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん

そ
ろ
っ
て
芸
術
の
秋
を
お
楽
し
み
下
さ

¥
o
 

し会
場
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
洗
町
中
央
公
民
館

〈
展
示
の
部
〉

l
月
1
日
（
土
）
＼
3
日
（
文
化
の

日）
午
前
9
時
＼
午
後
4
時

書
道

・
美
術
・
写
真

・
短
歌

・
詩

・

俳
句

•

い
け
ば
な

．

趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

〈発
表
の
部
〉

俳

句

会

1

0

月

5
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼

1
0
月
日
日
（
土
）

午
後
0
時
5
0
分
受
付

10月
12
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
＼

lO月
30
日
（
木
）

午
前
l
O
時

1

l
月
2
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼

1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
日
時
＼

音 吟
詠
剣
詩
舞

短

楽 歌

会 会

芸
術
文
化
祭

（
 

示
コ
ー
ナ
ー
●
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
こ
ど

も
広
場
コ
ー
ナ
ー
他

※
子
供
達
が
楽
し
め
る
各
種
ゲ
ー
ム
が

多
数
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
大
洗
町
商
工
産
業
祭
実
行
委

員
会
（
大
洗
町
商
工
会
内
）

6

(
2
6
6
)
ー

7
l
l

会
（
大
山
社
中

・
平
戸
社
中

ノ
本
社
中
）

11月
2
日

（日）

午
前
1
0
時
＼

（
川
上
社
中

．
岸
根
社
中

・
大
綱
社
中
）

1
1
月
3
日

（文
化
の
日
）

午
前
1
0
時
＼

〈
そ
の
他
の
催
し
〉

11月
1
日
（
土
）
＼
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
9
時
＼
午
後
4
時

郵
便
コ
ー
ナ
ー
・

食
生
活
改
善
コ
ー
ナ

ー

消
費
生
活
展

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
で
、
ビ
ー
チ
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
＆
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ダ
ー
ト
ト

ラ
ッ
ク
バ
イ
シ
ク
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
参
加
で

き
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
こ
家
族
、
お
友
達
そ
ろ
っ
て

遊
び
に
き
て
下
さ
い
。

日

時

／
1
0
月
2
6
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
＼
午
後
3
時

会

場

／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
特
設
会
場

種

目

／

ラ
ン
ニ
ン
グ
（
裸
足
で
、
全
長
l
km
の

砂
浜
コ
ー
ス
を
何
周
で
き
る
か
）

バ
イ
シ
ク
ル
（
全
長
ー

5
k
m
の
ビ
ー

チ
サ
イ
ド
の
ダ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
を
何
周

で
き
る
か
）

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
（
バ
イ
シ
ク
ル

第

1
回
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ド
（
波
浪
風
）

ビ
ー
チ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
．

In
大
洗

茶

ラ
ン 木

＼
 

震家のみなさんへ
震業委貴会委員選挙が

行われます！
投票できる方

昭和52年4月1日以前に生まれた方

で、年間おおむね60日以上耕作に従事
し、農業委員会が認定した方

告示日／10月14日（火）

投票日／lO月19日（日）

投票時間／午前7時～午後6時

投票所／

磯浜 • 第 1 投票所商工会館

大貫•第 2 投票所大貫集会所

夏海•第 3 投票所農業会館

不在者投票のできる期間・場所

10月14日（火） ～18日（土）

午前8時30分～午後5時

役場l階□ビーにて
問合せ／

町選挙管理委員会事務局

（役場総務課内） 合 （内線233)

時
／
10月
30
日
（
木
）

見
学
会
／
原
研
大
洗
研
究
所

（
高
温
工
学
試
験
研
究
炉
、
廃

棄
物
処
理
施
設
）

コ
ー
ス
／
役
場
(

9

0

0

)

↓
原
研
大

洗

(
9
3
0
1
1
2
3
0
)
↓
笠
間
（
菊

ま
つ
り
）
（

1
3
3
0
1
1
5
3
0
)
↓
役

場

(
1
6
3
0
)

参
加
資
格
／
大
洗
町
民
（
初
め
て
の
方

を
優
先
し
ま
す
。）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
10月
15
日
（
水
）

午
前
8
時
30
分
よ
り
電
話

日 原
子
力
施
設
見
学
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

時
／
1
1
月
9
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
1

所
／
第

一
中
学
校
体
育
館

目
／
高
校

．
＿
般
（
男
・
女
）

中
学
生
（
男

・
女）

初
心
の
部
（
小
学
生
含
男
女

混
合
個
人
戦
）

参
加
料
／
5
0
0
円
（
高
校
生
以
上
）

申
込
締
切
／
10月
31
日
（
金
）

持
参
品
／
ラ
ケ
ッ
ト
（
初
心
者
は
貸
出

し
可
）

上
ば
き
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／

生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
（昼）

岩
井
忍
宅

6

(
2
6
7
)
2
3
1
7
（夜）

種場

ニ
ン
グ
の
複
合
レ
ー
ス
で
す
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（裸
足
で
、
砂
浜
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
す
。
仮
装
し
て
参
加
し
よ

う
）
申
込
締
切
／
l
O
月
1
7
日
（
金
）

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

日 で
町
長
公
室
6

（
内
線
2
1
4
)
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
先
着
80
名
で
締
め

切
り
ま
す
。

町
民
卓
球
大
会

'97.10.8 広報おおあらい (12) 



ラ

となりのまちから

水戸地方広域市町村圏協議会

第3回東海 l~MOのまつり ~ 
とき／ll月23日（日）午前lO時～

ところ／東海文化センター前広場

主な内容／いも料理 ・いも菓子 ・大いも ・珍いも

コンテスト、いも仮装パレードなど

問合せ／東海 I~MOのまつり運営協議会事務局
合 (282)177 l 

生涯学習フェステイバル

とき／ll月1日（土） ～3日（月）
ところ／那珂町中央公民館

主な内容／各種団体模擬店、物産の特売、もちつ

き、ぬいぐるみショウ、商工祭など

く□珈

有賀神社のお磯下り（磯渡御） ~ 
有賀神社の「お磯下り（磯渡御）」が行われま

す。有賀神社を早朝に出発し、ほら貝を吹きなが

ら水戸市内を抜け、大洗町の磯前神社へ宮司が捧

げ持った大鉾を渡すこの行事は、平安時代から続

いているといわれています。

期日及び出発時刻

l l月ll日（火）午前6時
有賀神社出発

問合せ／内原町役場企画課fl(258) 22 l l 

第8回「匠のまつり」 “□□” 
とき／10月31日（金） ～l l月3日（月）
午前9時～午後4時

ところ／笠間芸術の森公園

主な内容／笠間焼、骨董、古美術品、農産物の展

示即売、各種イベン ト他

問合せ／笠間市観光協会fl0286(72) 8222 

常北町産業文化祭

'97スダジイフェア

とき／ll月7日 （金） ～l l月9日（日）

ところ／コミュニテイセンター常北

主な内容／エキサイティングエレキ、キャラクタ

ーショー、ブラジルサンバチームの出

演他

問合せ／常北町役場産業振興課fl(288)3lll

≪ 

うぐいすの里まつり

と き／l］月3日（月）文化の日

ところ／総合野外活動センター

グリーン桂「うぐいすの里」

主な内容／和牛l頭の丸焼き、ミニ四駆大会、各

種イベン ト他

<・診

こぜんやままつり97 畷ロロ~
とき／l]月8日（土）． 9日（日）

ところ／御前山村役場、茨城みどり農協御前山中

央支所

主な内容／芸能・演劇、模擬店、ゲーム大会、文

化財、各種講座作品展示、農産物品評

会他

国
内
外
の
名
車
約

l
o
o台
が
東
京

を
出
発
後
、
裏
磐
梯
、
日
光
、
茂
木
を

経
て
大
洗
町
に
や
っ
て
来
ま
す
。

l

l

l

ッレ
・

l

l

l

リ
ア
，

9
7

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
祭
り

フ
H

ス
タ

時
／
1
月
15
日
（
土
）

午
前
9
時
か
ら

場

所

／

一
中
体
育
館

内

容

／

一
中
50
年
の
歩
み
（
生
徒
に

よ
る
ス
ラ
イ
ド
紹
介
）
‘
-
中
O
B
代

表
ス
ピ
ー
チ
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
他

※

一
中
O
B
の
方
な
ど
、
多
数
の
ご
参

加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
第

一
中
学
校

6

(
2
6
7
)
5
2
8
8
 

日

古
き
良
き
名
車
を
ぜ
ひ
見
に
来
ま
せ

ん
か
。

日

時

／
10
月
22
日
（
水
）

場

所

／
大
洗
港
第
4
埠
頭

ス
タ
ー
ト
／
9
時
15
分
（
箱
根
に
向
け

て
全
車
両
が
ス
タ
ー
ト）

◎
当
日
は
大
洗
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
を
午
前

8
時
15
分
に
ス
タ
ー
ト。

ウ
オ
ー
ミ
ン

グ
走
行
で
町
内
（
明
神
町

1
金
沢
＼
永

町
1
髭
釜
＼
蔵
前
）

を
通
り
大
洗
港
第

4
埠
頭
に
集
合
し
ま
す
。
（
写
真
撮
影

可

）問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
0
)

教
育
委
員
会
で
は
、

1
月
に
リ
ニ

ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
「
幕
末
と
明
治

の
博
物
館
」
（
旧
常
陽
明
治
記
念
館
）

と
共
催
で
、
歴
史
講
座
(

6

回
シ
リ
ー

ズ
）
を
9
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

4
回
目
は
、
N
日
K
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
高
橋
幸
作
氏
に
よ
る
「
小
説
に

お
け
る
慶
喜
」
の
特
別
公
開
講
座
で
す。

日

時

／
10
月
30
日
（
木
）

午
後
7
時
1
9
時

会

場

／
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

募
集
人
員
／
1
0
0
名

受
講
料
／
無
料

申
込
受
付
／
中
央
公
民
館

6
(
2
6
7
)

0
2
3
0
へ
。
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
尚
、
す
で
に
講
座
を
受

講
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

11
月
12
日
（
水
）

午
前
10
時
＼
12
時

「
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
を
ふ
っ
と
ば
そ

う
ー」

親
子
運
動
遊
び
他

第
2
回

12
月
9
日
（
火
）

午
前
10
時
＼
12
時

「
本
の
好
き
な
子
っ
て
、

伸
び
る
ん
だ

っ
て
ー」

読
み
聞
か
せ
方
他

第
3
回

2
月
10
日
（
火
）

午
前
10
時
＼

12
時

「手
づ
く
り
お
菓
子
で
、

お
し
ゃ
べ
り

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
菓
子
作
り
他

※
い
す
れ
も
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室

※
受
講
中
は
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
達
が
お
子

さ
ん
を
責
任
持
っ
て
お
あ
す
か
り
し
ま

す
。
（
協
力
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ）

概会 日 創
造
と
探
究

日
本
原
子
力
研
究
所
講
洟
と
映
画
の
会

第

1
回

第
＿
中
学
校

50
周
年
記
念
式
典

NHK大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川
璽
」
特
別
翌

か
が
や
く
親
を
応
援
し
ま
す

百
育
つ
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
』

受
講
料
／
無
料
。
た
だ
し
第
3
回
の
み

実
費
徴
収

対
象
者
／
子
育
て
中
の
方

申
込
み
／
10
月
31
日
（
金
）
ま
で
（
定

員

(30
名
）
に
な
り
次
第
締
切
り
）
生

涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0

時
／
10
月
29
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
1
4
時
25
分

場
／
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

要
／
中
性
子
科
学
研
究
、
核
融
合

研
究
、
高
温
工
学
試
験
研
究

に
つ
い
て
の
講
演
及
び
「
＜

ら
し
と
射
線
」
の
上
映

入
場
料
／
無
料

問
合
せ
／
日
本
原
子
力
研
究
所
大
洗
研

究
所
庶
務
課

C

(
2
6
4
)
8
2
0
6
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国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
2
0
歳
か
ら

6
0
歳
ま
で
の
4
0
年
間
で
す
か
ら
、
こ
の

長
い
間
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
状
況
に
な
る

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
の

た
め
に
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

保
険
料
の

免
除
っ
て
な
に
つ

時
／
1
1
月
1
3
日
（
木
）

午
後
ー
時
＼
3
時
3
0
分

場
／
水
戸
京
成
百
貨
店

3
階
友
の
会
教
室

内

容

／
税
金
に
関
す
る
身
近
な
相
談

問
合
せ
／
茨
城
県
税
理
士
会

c

(
2
2
l
)
8
7
8
6
 

税
務
課
（
内
線
ー
4
l
)

会 日 女
性
税
理
士
・
青
年
税
理

士
に
よ
る
無
料
税
金
相
談

t., 

日

時

／
1
0
月
認
日
（
木
）

午
前
1
0
時

1
午
後
3
時

特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

す。
失
業
や
病
気
な
ど
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
や
、
学
生
で
収

入
が
な
い
と
き
は
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
、
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
は
そ
の
年
度
限
り
で

す
が
、
引
き
続
き
免
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
翌
年
度
あ
ら
た
め
て
申

請
手
続
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年
金
を

受
け
る
と
き
に
は
、
適
常
の
3
分
の
ー

の
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
後
で
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
時
に

は
、
1
0
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
納
め
れ
ば
も
ち

ろ
ん
年
金
額
も
通
常
に
戻
り
ま
す
。

経
済
的
理
由
で
納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
印
鑑

（
学
生
の
場
合
は
学
生
証
の
写
し
も
）

ご
持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
係
（
内
線

l
l
4
)
で
申
請
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

相
談
日
／
1
0
月
1
7
日

・
24
日

1
月
5
日
・
1
4
日

場

所

／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時

間

／
午
後
1
時
3
0
分
1
3
時

※
た
だ
し
、

1
月
5
日
（
水
）
は
弁
護

士
が
相
談
。（
要
予
約
）
相
談
料
は
無

料
で
す
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
線
ー

6
0
)

■休
館
日

1
0
月
1
0
日
（
金
）
1
3
日
（
月
）

2
0
日
（
月
）

・
2
7
日
（
月
）
・
1
1
月
4

日
（
火
）
・
1
0
日
（
月
）

・
1
7
日

（月）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
1
人
3
冊
ま
で

心
配
こ
と
相
談

31
日

場

所

／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
者
／
弁
護
士
（
弁
護
士
は
午
前
中

の
み
）
、
人
権
擁
護
委
員

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
2
1
4
)

，， 

外
国
人
の
方
で
健
診
や
予
防
接

種
の
通
知
が
届
き
、
と
ま
ど
っ
て

い
る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
次
の

6
ケ
国
語
（
ポ
ル
ト

ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン

・
タ
ガ
ロ
グ

・

中
国

・
ハ
ン
グ
ル
・
英
語
）
の
予

防
接
種
予
診
票
、
説
明
書
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
自
宅
に
連
絡
が
つ
い

た
方
は
、
す
で
に
郵
送
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
母

国
語
と
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

お
子
さ
ま
が
、
こ
れ
か
ら
う
け
る

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
つ
け
、
安
全
に
う
け
ら
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

予
防
接
種
に
行
く
前
の
チ
ェ
ッ
ク

〇
お
子
さ
ん
の
体
調
は
、
よ
い
で

す
か
。
0
今
日
う
け
る
予
防
接
種
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

〇
母
子
手
帳
は
持
ち
ま
し
た
か
。

〇
予
診
票
の
記
入
は
す
み
ま
し
た

か。0
衣
類
な
ど
清
潔
に
し
て
い
ま
す

か
さ
あ
出
か
け
ま
し
ょ
う
ー

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
ー

2
4
)

粒
励
図
m

l

外
国
人
登
録
さ
れ
て
い

る
保
護
者
の
方
へ

●大洗文化センター● 合266-2442

月日 麿催事内容 開始時屑 開催場枡 主催 入場方法

10 12 日芸文祭（吟詠倒詩舞発表会） 930~ ホール俎蒻育委員会 一般

30 木芸文祭（音癸発表会） 10:00~ ホー）し II II 

2日芸文祭（民謡，新舞踊発表会）1000~ ホール II II 

l l 3 月芸文祭（日本舞踊発表会） l l 00~ ホー）しl II II 

9 El 鳥羽一囲歌謡ショー 疇夜のal1l4B ぽぽ ホー）し 氾ft切り避輯 有料

町・県民税（第3期）

国民年金（lO月分）

納期は

10月31日迄です。

'97.10.8 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

金
機能回復訓練 腐害をもった方で機能訊1糾が必要な方 9:00~11:00 

17 
経ロポリオ投与 生後3カ月～90カ月未酋IJ)乳幼児 13:15~14:00 

21 火 機能回復訓練 樟害をもった方で概能』II練が必要な方 9:00~11:00 

22 水 母親教室③ 妊娠6カ月～8カ月1J)t}]産の方 10:00~14:00 

23 木 乳児健診 生生後後36カカ｝「）） ～～47カカ））））のの乳乳児児 13:00~14:00 

24 金 機能回復訓練 ［；（揺内科をもl反っ診た寮）jで指慨祁能），Jlli'I！が必要な）i 9:00~11 :oo 
10 基本健診事後指導 9月実蒻の基本健診の結果要指導の方 9:00~11 :oo 
27 月
生活習慣改普指導 9生月泊実改施fのtが），§必本淡他な，＄）のj粘果要指祁のうち 13:00~14:00 

28 火
機能回復訓練 腐害をもった方で機能訓練が必要な方 9:00~11 :oo 
母親教室④ 妊娠6カ月～8カ月IJ)枡産の方 13:30~15:30 

29 水
国保相談 老人医療受給券新規交付者 9:00~11 :30 

生活習慣改善指導 9生月泊実改施善のがJ占必本要他な，＄方の結果災指祁のうち 13:00~14:00 

30 木 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満If)乳幼児 13:15~14:00 

31 金 機能回復訓練 障害をもった方で機能調練が必要な方 9:00~11:00 

4 火 機能回復訓練 ク 9:00~11:00 

5 水
基本健診事後指導 9月実蒻の基本麓診の結果要指導の方 9:00~11:00 

生活習慣改善指導 9生月活実改施苫のが基必本要健な診方の結果要指導のうち 13:00~14:00 

6 木 騰浦乳食朦教室 妊婦6カ月～8カ月の初産の方 9:30~13:00 

7 金
機能回復訓練 腐害をもった方で機能調練が必要な方 9:00~11:00 

生話習慣改善指樽 9生月活実改施善のが基必本要他な診方の結果要指導のうち 13:00~14:00 

10 月
母子相談 韓及び乳幼児 9:30~11:00 

11 
生活習慣改善指欅 9生月活実改施営のが基必本要他な診方の結果要指＃のうち 13:00~14:00 

11 火
機能回復訓練 腐害をもった方で椴能訓練が必要な方 9:00~11:00 

忌人健康づ〈り診査事役指導 9診月査実の施粘の果婦要人指他祁、珍のづ方くり 13:00~14:00 

12 水
基本健診事後指導 9月実蒻の基本億診の結果要指導の方 9:00~11:00 

生活習慣改善指導 9生月活丈改施fのfが）＆必本要他な，汐方の結果要指導のうち 13:00~14:00 

13 木
基本健診事後指導 9月実蒻の基本健診の結果要指導の方 9:00~11:00 

生活習慣改善指覇 9生月活実改施］府のが基必本災他な，；似方の対；果要指A知のうち 13:00~14:00 

14 金
機能回復訓練 障害をもった方で楼能調練が必要な方 9:00~11:00 

且人槌康づ(I)診査事後指導 9結)J果尖災施指の祁姉の人）他i診づくり診査の 13:00~14:00 

16 日 胃がん検診 40巌以上の方で検診車込者 6:30~8:00 

アイドIL!

ひさ まさみつ

久 雅光くん
（永町2区 4歳）

●父 康顕

●母幸生

最近は弟と仲良く遊べる

ょうになりました。

これからも兄弟仲良くネ。

きくち まな

菊地麻夏ちゃん

（五反田2区 3歳lヶ月）
●父 孝

●母 真由美

あっという間に、

りましたね。

これからも元気よく、た＜

さんの事を吸収して大きく

なってね l

3歳にな

変形性

ひざ関節症

歩
き
始
め
に
ひ
ざ
が
痛
む
。
正
座
が
で
き

な
い
。
階
段
の
昇
り
降
り
が
つ
ら
い
。
0
脚

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
も
つ

方
は
以
外
と
多
い
も
の
で
す
。
こ
の
症
状
を

も
つ
ほ
と
ん
ど
の
方
が
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症

で
す
。
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
と
は
、
ひ
ざ
関
節
の

軟
骨
が
す
り
減
り
、
関
節
が
変
形
す
る
病
気

で
す
。
ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
関
節
を
支
え

て
い
た
筋
力
の
低
下
も
―
つ
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
こ
の
病
気
は
、

40160
歳
の
中
高
年

の
方
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
男
女
比
で
は
女

性
が
男
性
の

4
倍
多
い
の
で
す
が
、
女
性
の

〈
保
健
婦

方
が
筋
力
が
弱
い
こ
と
や
、
中
年
太
り
し
や

す
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
の
診
断
は
、
エ
ッ
ク

ス
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
検
査
で
容
易
に
行
え

ま
す
。
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
と
き
な
ど

に
、
ひ
ざ
の
痛
み
（
主
に
内
側
）
が
あ
り
ま
し
た

ら
早
め
に
整
形
外
科
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

次
に
治
療
法
で
す
が
、

比
較
的
症
状
が
軽

い
場
合
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
装
着
す
る
こ
と

で
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、

0
脚
が
目
立
っ
て
き
た
垢
合
は
、

0

脚
矯
正
用
の
装
具
（
サ
ン
ダ
ル
や
靴
敷
）
を

使
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
他
に
、

薬
に

よ
る
治
療
や
手
術
に
よ
る
治
療
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
、
湿
布
を
貼
っ
て
い
る
方
を
み
ま

す
が
、
熱
や
腫
れ
が
な
い
場
合
は
温
湿
布
で

温
め
る
方
が
効
果
的
で
す
。

変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
の
予
防
法
は
、
「
ひ

ざ
に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
」
で
す
。
長
時

間
立
ち
続
け
た
り
、
突
然
長
距
離
を
歩
く
の

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
肥
満
を
防
い
だ
り
、
正

座
を
避
け
る
と
い
っ
た
日
常
生
活
面
か
ら
も

注
意
し
て
下
さ
い
。

最
後
に
「
ひ
ざ
体
操
」
を
毎
日
行
う
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ひ
ざ
の
上
に
あ
る
筋

肉
を
強
く
す
る
迎
動
で
す
。
ま
す
、

い
す
に

腰
か
け
、
片
ひ
ざ
を
床
と
水
平
に
な
る
よ
う

に
伸
ば
し
、

10
秒
間
我
慢
し
ま
す
。
こ
れ
を

両
足
交
互
に
20分
程
度
行
い
ま
す
。

40
歳
以
上
の
5
人
に
1
人
が
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
の
病
気
、
若
い
頃
か
ら
運
動

の
習
慣
を
つ
け
て
筋
力
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

増

渕

聡

子

記

〉

(l 5) 広報おおあらい '97.70.8 
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クマノ r
r
ヽ

ぐ＇

イソギンチャクの中に出入りしているクマノミを見て

「気持ちよさそう」という声をよく聞きます。しかし、イ

ソギンチャクは毒針を体の中に持っていて、それで魚など

を捕らえて食べています。つまり、クマノミは「針のムシ

ロ」の上に袋そべっているようなものなのです。ではなぜ

クマノミはイソギンチャクに捕まらないのでしょうか。ク

マノミの体の周りの粘液に毒針を出させない働きがあるの

です。それだけでなく、イソギンチャクの毒に対する免疫

もあわせ持っています。イソギンチャクのベッドに守られ

てクマノミは愛嬌を振りまいています。
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